
 1

平成 25 年度広島大学マスターズ事業報告 
 

１．総会の開催 

2013.5.18 第 8 回総会を開催した（サンスクエア東広島 3F 会議室）。25 名出席。 

２．例会の開催 

・第 14 回例会（第 3 回広島大学マスターズ・ウォーキングの会）（2013.9.22）：「竜王山」、会員 5

名、市民と合わせて 29 名が参加した。 

 ・第 15 回例会（2013.11.17）：「大久野島歴史探訪」。会員、HM 広島の会員および会員の家族・知人、

合わせて 31 名が参加した。 

３．懇親会の開催 

 ・2013.5.18 第 8 回総会の後（賀茂泉ホール、28 名） 

 ・2013.10.12 酒まつり（ふく政、13 名） 

４．幹事会の開催 

  6 回の幹事会を開催した（5/13, 7/8, 9/10, 11/5, 2014.1/20, 3/24）。 

５．「広島大学マスターズ通信」の発行  

 第 25 号（2013. 8.15）、 第 26 号（2014.3.31）を発行した。 

６．ネット利用による広報活動 

  会員向け（担当：平田敏文）と一般向け（瓦版）（担当：太田安英）の２種類のホームページの頻 

  繁な更新をはじめ、東広島市の市民活動情報サイト、Twitter 、Facebook（以上担当：太田安英） 

  による広報を頻繁に行った。 

７．市民講座の開催 

 以下の５つの講座を企画・実施した。 

(1)「市民討論講座：東広島市民のエネルギー問題」（6/2, 6/22）（安藤忠男） 

(2)「中世ヨーロッパにおける男と女」（7/6, 13, 20, 27）（山代宏道、岡崎忠弘、水田英実、原野昇） 

(3)「意識と無意識と行動」（8/10, 24, 31, 9/7）（黒川正流、入戸野宏、坂田省吾、岩永誠、林光緒） 

  (4)「東広島を楽しくスケッチしよう」（10/22, 10/29, 11/5, 11/12）（難波平人） 

 (5)「英語が上手になるには」（2014.2/1, 2/8, 2/15, 2/22）（三浦省五） 

８「東広島を楽しくスケッチしよう」作品展の開催 

  日時：2013 年 12 月 10 日～15 日 

  会場：東広島市民ギャラリー 

  来場者数 839 人。２名の出品者に広島大学マスターズより「優秀賞」を授与。 

９．出前講座へのプログラム提供 

 東広島市生涯学習まちづくり出前講座に以下の 10 メニューを提供した。 

 「ドレミの科学」（小方厚）、「東広島市の大地」（沖村雄二）、「美術と生活」（金田晉）、「磁石のふしぎ」

（谷本能文）「水産物最近の話題」（中川平介）、「世界の美術紀行」（難波平人）、「世界のなかのフラン

ス語」（原野昇）、「香りの科学」（平田敏文）、「生物多様性と環境問題」（山本義雄）、「わたなべ博士の

健康・スポーツセミナー：『実践ウォーキング入門』」（渡部和彦） 

10．出前講座の実施 

・「世界美術紀行」（難波、2013.4.26、河内町、万年青大学） 

・「東広島市の大地」（沖村、2013.7.9、八本松中学校） 

・「磁石のふしぎ」（谷本、2013.12.24、高屋西いきいきこどもクラブ） 

・「わたなべ博士の健康・スポーツセミナー」（渡部、2014.1.24、東広島市社会福祉協議会安芸津支所） 

11．広島大学教養教育「平和科目」（兼フェニックスリーダー育成プログラム「ヒロシマ平和学」）の担

当 

 平成 25 年度は、「平和と人間 A」（前期）および「平和と人間 B」（後期）の 2科目 4単位を提供し、会 

 員 14 名と「広島大学マスターズ広島」の会員 1名が、延べ 32 回の講義を担当した。 

・「平和と人間A－環境と生物の未来へ－」（前期、主担当講師：松田治男） 

 「21世紀に求められる科学技術」（松田治男）、「広島投下の原子爆弾の威力とその後の核兵器開発」 

 （松田正典）、「広島で被爆して平和を考える」（植木研介･広大マスターズ広島）、「近代産業と平 

 和－英国資本主義とクェイカー教徒－」（友田卓爾）、「地球環境の変貌」（安藤忠男）、「30年後 

 の地球環境」（安藤忠男）、「バイオテクノロジーと食の安全」（池上晋）、「環境と再生可能エネ 
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 ルギー」（鈴木寛一）、「生物多様性」（山本義雄）、「平和と科学技術―豊かな生活を求めて」（平 

 田敏文）、「平和と科学技術―次世代バイオテクノロジー」（平田敏文）、「平和と国際経済学」（佐 

 野進策）、「現代哲学と平和」（金田晉）、「貧困・感染症・国際協力」（松田治男） 

・「平和と人間Ｂ－人間と文化の未来へ－」（後期、主担当講師：松田治男） 

 「21世紀に求められる科学技術」（松田治男）、「広島投下の原子爆弾の威力とその後の核兵器開発」 

 （松田正典）、「広島で被爆して平和を考える」（植木研介･広大マスターズ広島）、「近代産業と平 

 和－英国資本主義とクェイカー教徒－」（友田卓爾）、「環境から見た人類の生長とその限界（安藤 

 忠男）、「バイオテクノロジーと食の安全」（池上晋）、「バイオテクノロジーと生物多様性」（池 

 上晋）、「現代哲学と平和」（金田晉）、「戦争と記憶―比治山に眠るフランス兵士」（原野昇）、 

 「日系アメリカ人をめぐる戦争と和解」（山代宏道）、「平和とスポーツの祭典とオリンピック」（渡 

 部和彦）、「平和と美術」（難波平人）、「松原美代子さんからの平和メッセージ」（松田治男）、 

 「貧困・感染症・国際協力」（松田治男） 

12．広島大学の短期研修講座の担当 

 「日本文化論」2コマを担当した。 

 ・金田 晉（日本の絵巻物「鳥獣戯画絵巻」－日本漫画の源流－） 

 ・渡部和彦（日本の伝統スポーツと礼－武術から武道へ－） 

13. 広島大学留学生への予備教育の実施 

 理科科目（数学・物理・化学・生物）を広島大学マスターズと広島大学マスターズ広島が協力して 

 引き受け、数学（水田義弘）と化学（平田敏文）を「広島大学マスターズ」が担当した。 

14．TSS 文化大学への協力 

 一般教養講座（学問の散歩道シリーズ）に、会員 10 名を講師として派遣した。 

 「旧暦の美学―生活とカレンダー―」（金田晉）、「イタリア語万華鏡」（古浦敏生）、「地球は丸

い―中世ヨーロッパの知識人は知っていた―」（水田英実）、「免疫とストレス「楽しいことをす

る意味」」（松田治男）、「歴史から見る移民の変容と共生̶ノルマン移民と日系移民」（山代宏道）、

「影響力̶リーダーシップの基礎」（黒川正流）、「第 3 の波の時代に挑戦する大学」（有本章）、

「姿勢と歩行（ウォーキング）の健康運動実践法」（渡部和彦）、「世界の美術紀行̶アルジェリア」

（難波平人）、「自然の中にある様々な有機化合物」（深宮齋彦） 

15.ちゅーピーカルチャーセンターへの協力 

 「世界の近代美術を楽しく学ぶ」（金田晉）、「水彩・油絵」（難波平人）、「楽しいフランス語」（原

野昇）  
16．懸賞論文の審査担当 

  東広島市「学園都市づくり交流会議」が主催する「地域課題研究懸賞論文」の審査を、幹事 5 名が

担当した。 

17．その他 

  ・2013.6.25 東広島市生涯学習システム運営協議会幹事会に渡部和彦代表幹事が出席した。 

  ・2013.8.24 広島大学マスターズ広島の総会、懇親会（ホテルグランヴィア）に渡部和彦代表幹事 

が出席した。 

 


